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なぜ大阪市生野区なのか　私たちの取り組む課題

就学援助率：公立の小中学校に通う子どものうち、経済的に困窮してい
る家庭に学用品などを補助する就学援助制度の支給対象となっている子
どもの割合のこと。

生野区の就学援助率は全国平均の 2 倍以上で、
経済的に困難を抱える家庭が多くなっています。

順位 市区町村 外国籍住民比率（％）

1 北海道占冠村 22.69

2 大阪市生野区 21.78
3 群馬県大泉町 18.11

4 北海道赤井川村 12.68

5 東京都新宿区 12.40

6 大阪市浪速区 12.39

7 横浜市中区 10.85

8 名古屋市中区 10.71

9 北海道留寿都村 10.15

10 東京都豊島区 10.10

生野区民の 5 人に 1 人が外国籍住民で、その
比率は全国の都市部で第１位。
60 か国以上の国・地域の人々が暮らしています。

みずほ総合研究所「大都市圏を中心に増加する外国人」（2018 年 7 月 25 日）
https://www.mizuho-ri.co.jp/publication/research/pdf/insight/pl180725.pdf 
より作成。

! !

新型コロナ禍の影響により、対面活動である体験活動 DO ／ CO は、2020 年度 1 年間を通じてほぼ実施することができませ

んでした。学習サポート教室 DO-YA は、4 月の一時期を除き継続して開催し、8 か国のルーツの子ども（日本・韓国・中国・

ベトナム・フィリピン・タイ・ネパール・スリランカ）43 名を継続支援することができました。9 月からは新今里地域（1 月

から生野コリアタウンに移動）でこども食堂を開設し、厳しい家庭環境にある子どもたちに毎週 1 回「食と居場所」を提供す

る取り組みを継続しています。

また生野区における多文化共生のまちづくり拠点の構築を目指す NPO 法人 IKUNO・多文化ふらっと（略称「多文化ふらっと」）

の実質的な事務局として重要な役割を担いました。学校跡地の活用を視野に入れた「多文化共生センター」の設立準備をはじ

めとした拠点づくり活動、アンケート調査およびセミナー開催など多様な活動にも積極的に参画しました。

来年度（2021 年度）は、次の４つの重点活動に取り組みます。（１）学習サポート教室の継続開催と体験活動の部分的な再開、

（２）生野区における日本語指導が必要な中高生等を対象にしたインタビュー調査の実施と「白書」作成、（３）新渡日の外国

ルーツの子どもが増える中で、日本語教室の体制拡充、（４）御幸森学校跡地の公募選定（2021 年 9 月）に向けた「多文化ふらっ

と」との緊密な連携と協働事業の展開です。

新型コロナ禍と地域の「学びと居場所」
子どもの貧困 多国籍・多民族化

文部科学省「就学援助実施状況等調査結果」（2019 年 3 月）などをもとに作成。

15.0%

25.5%

32.0%

全国平均

生野区

大阪府

就学援助率の比較

私たちの想いと活動の柱

差別と貧困をなくし、ともに生きる社会をつくる。

人と人の豊かな関係性が生み出す力―「つながり」が

子どもの生き抜く力を育み、ひいては貧困や差別のない社会の土台を作っていきます。そのためには、多様な

人々が互いに交差（クロス）することが不可欠です。私たちは子どもが「広い世界、異なる他者、未知なる自分」

を発見する土壌（ベイス）を耕すために、3 つの活動の柱が大切だと考えます。

親の経済力や多文化など家庭環境のちがいが教

育格差につながらないよう、学習支援の機会を

提供し、さまざまな人との出会いや学びの体験

の場をつくります。

学びと経験

居場所

まちづくり
子どもの学習支援と体験学習の実施

安心・寛容な「居場所」づくり

活力ある寛容な地域まちづくり

家庭や学校以外にも安心していられる場や相談

できる人がいることは、子どもの成長にとって

大切なことです。自分と他者を認め、他者から

認められる居場所を提供します。

「差別と貧困」を許さず、そこにいれば自然と

子どもが育つ地域文化の醸成に寄与します。

官民協働により「ともに生きる」子育て・教育

の社会的仕組みづくりをめざします。
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学習支援事業
　　学習サポート教室 DO-YA

小中学生・高校生を対象に
学力を伸ばすこと、学習意欲を伸ばすこと

安心・寛容な居場所となることをめざします。

実施日数
（主に月・水・木曜日）

受益者数

ど ぉ や

（2020 年度生野区持続可能なまちづくり活動認定事業）

仲田：クロスベイスの活動で、こどもと一対一の関係性がいいな
と思っています。学校や家庭とは違う場所で、ちょっと上の大学
生とか、私みたいに近所のおばちゃんとつながりができて。今そ
ういうつながりって少なくなっている中で、一対一で話す機会と
いうのは子ども達の視野も広げるし可能性も広がっていくし、「繋
がれる」その関係性がいいなと思います。

森口：私も一対一というのは大きいと思います。生徒のことを深
く知ることもできるし、個人的な話もできる関係性は大切だなっ
てよく感じます。

高：個別指導塾と言るかもしれないけど、それだけでもない感じ。
もちろん小学生が多いといっても、学童保育とか児童館とは全然
違う。はっきり言い切られへん独自な感じがするとは思うんです
けど。これが特徴かなって思うのは、授業と雑談の両方を据えて
いる。授業をしていない時間が雑談の時間っていうのではなくて、
勉強だけで終わってもいいし、雑談だけで終わってもちゃんとク
ロスベイスにきて何かをやったことになることは面白いなって。

森口：そうですよね、授業の間にいきなり全然違う話が入ってき
たり ( 笑 )。こどもたちがパッと浮かんだ話をいきなり話すので。
それはそれでそのまま話してもらっていいんですよね。

仲田：その空間に勉強している子もいれば、休憩中の子もいる。
特に私は日本語を教えているときはどんどん話してほしいので、
声も大きい時があって集中している人たちにはどうかなって思っ
ていたんですけど。一度そんな話をスタッフにしたら「そういう
空間もいいと思っている」と言っていて。「あ、そうか」と思うよ
うになりました。みんながそれぞれ違うことをしていて、その中
で自分がやらなあかんときは集中してやったり、ダラダラしてし
まうこともあったり。そういうのがどこにもないような感じの場
所だとは思います。

高：僕は教えたがりな大人にならないように頑張っているところ
はありますね。それでもついつい喋っちゃうんですけど（笑）。数
学を受け持つことが多いんですけど、自分は情報系の専門なので

数学についてはついつい語りたくなっちゃう。周りの講師たちを
見ていたらほんまに友達みたいな感じで、いい関係で楽しそうに
やってると思うので、その中であえて比べると僕は多分先生ヅラ、
先輩ヅラしているスタイルなのかなという感じはしているんです

（笑）。ほんと、教えたがりをあんまり出さないように気をつけて
ます。最近はそれでも子どもがやらされているという感じを持た
ずに自分でちゃんと選んでやっているんだ、って思える形でうま
いことやんわり誘導してあげることができたらいいなって思って
て。それはこれからうまくなっていきたいなって思っています。

仲田：私もです。ちょっと提案とか交渉みたいなことはよくして
いて。強制なんてことはないので、本当交渉上手になりたい（笑）。

森口：交渉ですよね。これやったら休憩するとか。

仲田：K さん（日本語を学ぶ小学 5 年生）は大体「これをしたら
１０分休憩ね」っていうんです。でもこれが２問だけの時もあって。

「ちょっと１０分は長いわ」って言うと、「７分」と言う時もある
けど、大概は１０分って決めたら変えないんですよ。でも私が不
満な顔をしたら、次は１０問くらいあっても、「休憩３分ね」とか
言ったり（笑）。“ え？それでいいの ” って思いながら、口に出さ
ずに「OK ３分ね」（笑）。

森口：自分の中でバランスを上手に決めてるんでしょうね。

仲田：そうそう。本人の中で、“ あーちょっと休みすぎたかな ” とか、
“ もうちょっとやらなあかんな ” とかあるんやと思うんですよね。

森口：それなりに「自分で決める」というのが生徒たちにも伝わっ
ている感じがしますね。自分でやることはやるとか。休憩時間は
決めるとか。A さんも最近ちゃんと決めていますね。タイマーの
スタートを自分で押して。終わったらちゃんと席に戻っていて。
それぞれの子にあうやり方が最近ちょっと把握できてきました。
生徒自身の興味だったり、できるやり方っていうのを私も大切に
しようと思っていますね。

高：先週の授業、高校生の N さんが数学の集合論のベン図がなん
かしっくりこないのか、その図を使って考えることをどうしても
したがらないんですよ。それで、代わりに縦横三本ずつ線を引い

クロスベイスは、日々子どもに優しく・真剣に向き合いつづける講師のみなさんに支えられています。
今回は、高悠史（こ・ゆさ）さん、仲田愛（なかた・あい）さん、森口和奏（もりぐち・わかな）さんという、とてもユニークな 3 人
の講師の方に、クロスベイスで出会う子どもや普段の活動について、ざっくばらんに語っていただきました。

写真左から　森口和奏さん、高悠史さん、仲田愛さん

クロスベイスという場所、DO-YA の時間　講師対談

クロスベイスという場所

2020 年度のまとめ

166日 43人通年継続参加

大切にしていること　「自分で決める」

講師

14人

ルーツ

8つの地域

2020 年度より、NPO 法人 IKUNO・多文化ふらっととの共催事業となり、

新型コロナウイルスまん延のなか、感染防止対策を徹底しながら対面での

開催を続けました。一斉休校の実施時にも、短縮とするなど実施形態を変

更して、サポートが途切れることのないよう、子どもたちの顔を見ること

にこだわりました。子どもたちの様子から家庭への支援が必要な場合が明

らかになった場合には、保護者と積極的にコミュニケーションをとり、行

政や医療機関受診への同行支援、申請書の作成支援などを行ないました。

小学生 13 人、中学生 25 人、高校生 5 人が継続的に参加しました。中学

3 年生が 12 人、そのうち日本語を学習中の 3 年生が 7 人参加し、高校受

験に向けた教科学習に加え、進路相談、入試制度の説明・情報提供を行い、12 人全員が志望校に合格しました。

さらに 2020 年度は、小・中・高を問わず積極的に日本語学習サポートのニーズにこたえ、日本語指導有資

格者や日本語指導を学ぶ大学生を講師に迎えサポートしました。この成果をもとに、2021 年度に本格的な

日本語事業の立ち上げを行ないます。

VOICE　　受講生の声

クロスベイスの先生は優しくて親切で、生徒の思いとつながる、みたいな。
説明をかんたんにして、理解させてくれるし、受験の時は、クロスベイス
でやったのと同じような問題ばっかり出ました。
学校の勉強も一緒に手伝ってくれて、受験の重さが減ったと思います。

中学 3 年生（ヴェトナム）
府立高校 合格

NPO 法人 IKUNO・多文化ふらっととの共同運営事業
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た書くのがめっちゃ簡単なカルノー図を紹介してみたら、これが
大ヒット ( 笑 )。「アメイジング」とか言って。それがめっちゃくちゃ
自分としては嬉しくて、これはハマりそう。教える快感に取り憑
かれて（教えたがりな大人になりそうで）ちょっと危ない（笑）

仲田：最初言っていた、ちょっと言いすぎてしまう可能性がある。

高：そうですね（笑）

森口：でも自分が提案したやり方がそうやってぴったりとフィッ
トするとやっぱり嬉しいですよね。

森口：私も勉強面ですが、小路クラスで教えている生徒とは日本
語を挟みながらも結構英語で話すことが多くて、ラインをする時
もいつも英語でしていたんですよね。でも昨日、日本語で送って
きた時があって。一瞬それを見た時に「おっ」ってなりましたね。
頑張って日本語で送ってくれているのがすごく嬉しかったですし、
普段の日常生活で触れている日本語をどんどん使っているのがす
ごく良くて。今日も算数のプリントを解いていて、「ちゃう」って
言うんですよね、「違う」ことを。「それどこで習ったん」って聞
いたら「友達が言っていた」と言うので、そういった自分の環境
で習って拾っているのがすごいなと思って。それが最近印象に残っ
たこと、嬉しかったことですね。確実に習っているのだな、とい
うのを実感できた出来事でした。

仲田：自分から出してくれるのがいいですよね。

森口：そうですね。生徒がやりたくないことを無理に押すことも
できないので、生徒が勉強する意欲を見せてくれると私たちもや
る気が出ますよね。

仲田：私が印象に残っているのは、コロナで休校になる前の時。
K さんは学校の日本語教室でもらうファイルの中から宿題をする
ことが多くて。その時中に入ってた作文を見ていたら、ファイル
をバッと隠して、頑なに「嫌や」って言ったんですよ。「わかった
それはじゃあ見ないから、今日するプリントを見せて欲しい」っ
て言ったら、その中からやるプリントだけを出して「これする」っ
て。まぁ別にね、作文は個人的なものやし。ただ私としてはちょっ
と日本語を見たいなとは思ってて。でもその日、宿題を終わった後、
プリントを全部外し出したんですよ。“ 何すんのんかな ” って思っ
たら、作文を外して、私に「家で読んで」って。“ ツンデレ？こ
れツンデレちゃうか ” と思って（笑）。え？え？みたいな。めっちゃ
私もびっくりして。

森口：めちゃ可愛いですね ( 笑 )

仲田：そこでほんま読まれるのはちょっと嫌やったけど、やっぱ
りちょっと見て欲しいっていう気持ちもあったんかなと思って。
私の方がドキドキしたっていう話。

高：なんなんやろ、その場で面と向かって感想を言われるのが恥
ずかしい、みたいな。

森口：手紙みたいな感じですかね？

高：確かにね。いないところで読んでほしい。

仲田：ただ、ちょっと私に気を使って見せたのか、それともちょっ
とは見て欲しいなという気持ちがあったのか。かわいいなと思っ
て。
ところで、やっぱり教える時に使う言語は話せる言語でした方が
伸びるんでしょうか。

高：今担当している生徒さんの場合は、中国語で学べる素材が多
い方がいいんじゃないかと思います。母語の環境にいた時にどん
な風に学んでいたか、どんな風に頭の中で理解を作っていたかに
よるかな。母語ではこうだったから日本語ではこうなんだよな、っ
てできるような形で頭に入っていることだったら、いきなり日本
語にどんどん触れた方が効率いいっていうこともあると思うんで
すよ。なので、やってみながらでしかわからないのかなと思って
いるのですけど。

森口：私も算数、計算とかは母語の方が楽だったら母語でやって
もいいと思うんですけど、社会とか理科が一番難しいですね。学
校では日本語で習っているけど、まだ理解する日本語がないから、
一体どうやって説明したらいいのか、ちょっと苦戦しますね。宿
題を見ていて明らかにまだ日本語のレベルがそこまで到達してい
ない時、どうやって教えるか。私はその場合、その宿題は置いと
いて、とりあえず今日はレベルにあった所からやろうかってなる
時もあるんですよ。

仲田：うーん。そうなんですよね。いつも結局思ってしまうの
が、今できなかったらできないでいいかな。私自身も勉強が得意
だったわけでもないし、日本史や化学ができなくても特に困って
ないし。だからできることを伸ばしたらええんちゃうか、ってい
うのもある。でもそういう勉強ももしかしたら日常生活のどこか
で、役に立つこともあるかもしれないし。本当にどうしたらいい
か。結局は本人が勉強したいということなら、それをできる限り
サポートしていく形になるとは思うんです。

高：僕もこの一年ちょっとやってきて、日本語が母語じゃない環
境で育って、日本語で改めて勉強しないといけない難しさって、

「こういう風にあらわれるのか」ということを感じますね。わか
りやすい話としては、こちらは相手の母語で話せないので、生徒
さんが表現したいことを理解してあげられないんですよね。問題
が解けない、わからないと言っても、どうわからないのか、どこ
までは分かっているのかが私には分からない。そうか、そういう
ところが難しいのか、そういうことを表現することができるんだ
なという意見交換ができたらそれだけで十分に勉強になるんです
けどね。そこに自分と生徒さんとの間
に障壁ができちゃって
いることを結構感
じますね。でも中
国の子どもに関し
ては、中国語でや
りとりできる人が
ついてくれている
ので、そこは心強
いところかな。

森口：そうですね。
障壁があったとし
ても、それを乗り
越えるサポートが
あ る と 私 た ち も
やっていけるって
いう自信を持つこ

とができますね。

仲田：悠史さんが言っていたように、母語でどれだけ勉強してい
たか、どれくらい知っているかももちろんやけど、もともと勉強
が嫌いな子もいる。普通に日本で過ごしていて、日本語話せて、
国語が嫌いでもスッと流れるだけじゃないですか。勉強したくな
いから、嫌いやから。別にそこで０点とろうが、宿題忘れていこ
うが、それはやらへん子やねんなで終わってしまうけど、それで
は済まされないわけじゃないですか。生活のことは覚えなあかん
し。だからよっぽど本当に頑張っていると思いますね。そもそも
勉強が好きじゃないってところから、必要なことしていかなあか
ん、それも外国語でやらなあかんっていうところっていうのが、
やっぱり本当に大変なことをしてるんやなっていつも思ってます。

森口：同じ年の子たちよりも何倍も頑張っていると思います。精
神的な面でもそうですし、勉強の面でもキャッチアップしないと
いけない量が全然違うと思うので。二倍、三倍の努力をしないと
いけない。すごく頑張っていると思いますね。

高：周りより何倍も、ってほんまにそうやなって。結局、母語で
考えて理解する構造ができていてあとは言葉入れ替えるだけとい
うところまでなっていたらいいんですけど、そうじゃない場合が
あったり得意じゃなかったりすると、もう覚えるしかないんです
よね。全パターンを覚えて、そのうちのいくらかが残る。だから
ほんまに何倍もやらないといけない。本当に大変やし、すごい頑
張ってるなって、話を聞いてしみじみ思います。

これからのクロスベイス

森口：ここまでは今のクロスベイスの活動についての話でしたが、
今後はどういったものにしていきたいか。自分自身であったり、
来ている子どもたちや家族であったり、地域にとってどういった
存在にしていきたいかということについての思いを聞かせてくだ
さい。

仲田：そうですね、一応この多文化共生っていうのがあっての活
動だと思うんですけど。現状は行政の制度がまだ十分ではない、
サービスも十分ではない。だから、クロスベイスのような民間の
団体の活動でそこを支援していくことが必要になっている。ただ、
多文化共生って意味でいくと、共に生きるということだから、一
方が支援だけじゃなくて、お互いに問題を考えていかないといけ
ないのかなって最近よく思う。例えば生野だったら、在日コリア
ンの問題は根深くて、何も変わってない、以前より悪くなってい
る感じ。やっぱり生野では在日コリアンの問題は避けて通れない
ので、みんなで考えていけるようになったらほんまの多文化共生っ
て言えるのじゃないかなって思います。クロスベイスの未来をみ
んなで考えていけたらいいかなと。

高：在日コリアンはずっと昔からいて、直面してきた問題になん
とか折り合いをつけて、今の日本がある。そこに新しく入ってき
た外国ルーツの人たちもいる。特に生野はそういうところだと思
うんですよ。そう考えると、在日コリアンの問題に関して昔から
今までどんなふうに対処してきたか、うまくいったこと、いかな
かったことをいろんな人たちが共有できれば、これからのヒント
が見つかるんじゃないかなと思います。そういうことができる機
会をクロスベイスで作っていければいいなって愛さんの話を聞い
て思いました。
いざという時には助けてもらうところがある、力になってくれる
人たちがいる、だから一人で抱え込まなくて大丈夫なんだって思
いながら生きられれば、実際にいろんな問題があって苦しくても、

なんとか頑張って生きて
いける人も多いのじゃな
いかって思います。いざ
という時には力になって
くれるところがあるん
だ、だからそういう時に
は繋がろうっていう気持
ちを持ってもらえるよう
にっていうのが、役割な
のかなと思っています。

森口：私も同じように思
うのが、「多文化共生」
の取り組みは言語面での
サポートが多い一方で、
心理的なサポートに限
りがあると感じていて。
NPO やローカルな団体がそのギャップを埋めようとしていると思
います。居場所を作る感じ、戻ってくる場所があるんだよってい
うのを伝えるのが私たちのできることなのかな。勉強もそうなん
ですけど、やっぱり来て話し合う人がいたり、自分と同じルーツ
を持った子と悩みを相談したり、互いを支え合うという環境自体
が心理的なサポートになるのではないかなと思いますね。

仲田：今年は、中学校から高校に上がっても続いている人が多い
ですよね。嬉しいなって思ってて。高校行ったら終わり、じゃな
くて、もうちょっと来れるかなってね。やっぱり居場所としての
役割が大きいかな。そうやって高校生がくることで、また下の子
どもがそういう彼らをみて、こんなこともできるんやとか、また
来てもいいんやとか。たまたまクロスベイスをやめた子に会った
ら、「また遊びに行きたい」って言ってた子もいたし。ただ「勉強
教えてもらいに来てます」っていうだけじゃないと思うんですよ
ね。みなさんと同じで、何か困ったなって時も、何か話せる、ちょっ
とホッとする場所っていうのがあるっていうのが大きい。

高：クロスベイスに通い続けることを選んだ人も、一旦卒業する
ことを選んだ人も、とにかくクロスベイスで一回でも支えてもらっ
た経験をすることで、大学を出て就活で苦労したとか、結婚差別
受けたとか、賃貸の入居差別受けたという時でも、とにかく困っ
たらどこかに相談してみようかなと思えるハードルがちょっと下
がるかなって思います。その一回目をとにかく作っておきたいと
いう気持ちはある。その時にペキンって折れてしまわないように、
周りに発信する勇気を持つ手助けをしていきたいと思います。

仲田愛（なかた・あい）

社会人　日本語教師資格取得

高悠史（こ・ゆさ）

社会人　プログラマー

京都大学大学院工学研究科　博士後期課程　研究指導認定退学

森口和奏（もりぐち・わかな）

大阪大学人間科学部人間科学コース 3 年

「日本語」とのつきあいかた



2020 年 2 月 28 日に始まった英語カフェは、これまでに 8

回開催し、5 ヶ国（ベトナム、フィリピン、韓国、中国、日本）

のルーツを持った 22 人の子ども達が参加してくれています。

小学生から高校生の子ども達が 1 回 90 分、基本的には英語

だけでやりとりするという場です。新型コロナウィルス感染

拡大防止のため対面で会話する場を持つことが難しくなる時

期に始まったこのカフェが、参加者ゼロという回が一度あり

つつも継続できていることを嬉しく思っています。

この英語カフェでは英語を聞く・話すということをきっかけ

に、ほんの少しのチャレンジをする、他者を理解する、自己

を表現するということを大切にしてやってきました。

私自身、中国で働いたり、フィリピンやコスタリカで学校に

行ったりする中で、母語ではない外国語でまた別の外国語を

学ぶという経験もあり（具体的にいうと英語でスペイン語を

習いました、身につきませんでした。。。！）、母語ではない

言語で暮らすこと学ぶことの苦しさと喜びについて、少し身

に覚えがあります。

参加してくれる子ども達の日本の滞在歴や日本語の習熟度も

まちまちな中で、さらに英語でとなると、分かりたいのに分

からない、言いたいのに言えないもどかしさでうーんうーん

となる時間もあります。それでも、子どもの中に「伝えたい

何か」がある時、「知りたい何か」がある時、五感を総動員して、

お互いをわかり合おうとする瞬間が生まれます。同じ言語を

話す子どもが複数いる場合には、母語同士で教えあったりす

る場面もありますが、子ども達は律儀にその情報を元に英語

で表現することにチャレンジしてくれます。

時々、私の友人をゲストで呼ぶこともあります。アメリカ人

のこともあれば、スイスで働く日本人だったり、日本語教師

経験者だったり。子ども達の中には、非常に流暢に英語を話

せる子もいますので、そんな時は興味津々に質問をしてくれ

て盛り上がります。

英語カフェでの子ども達とのふれあいを通して、毎回私自身

も色々なことに気づかされます。私のように、大人になって

自分の意思で外国に行くことを選んだのとは違う困難に彼ら

が直面していることを、英語で話してくれることも多々あり

ます。

この時間を通じて、とにかく英語で何か言ってみる、聞き取

れた単語から最大限想像を巡らして会話をつなげてみる、分

かった！伝わった！という小さな喜びが少しでも数多く彼ら

の中に生まれていってほしいなと思いますし、英語でも何語

でも、ここにいる人たちは仲間だと思える関係になっていけ

たらと思います。

中尾美樹（なかお・みき）

社会福祉士

中米コスタリカにある国連平和大学で平和教育学を修める
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体験活動事業
　　体験活動 DO/CO

ど　こ

多様な人と学びの体験活動を通じて
「広い世界、異なる他者、未知なる自分」を

発見する機会をつくります。

2020 年度のまとめ
新型コロナウイルスの感染拡大にともない、予定していた企

画はほとんど中止となりましたが、10 月から 11 月に連続企

画「フォトボイス」を実施することができました。また、昨

年度から継続して「英語カフェ」を開催しました。2021 年

度は、新型コロナウイルスまん延の状況を踏まえつつ、可能

な事業を実施していきます。

コーディネーター中尾美樹さん
English Café についての中尾のつぶやき

実施回数 のべ参加人数

8回 36人
英語カフェ 5 回含む

このワークショップでは、こどもたち自身がインスタントカ

メラで生野のまちを撮影し、その写真（フォト）とその写真

に込められた想い（ボイス）を作品にする企画です。参加者

はインスタントカメラを受け取り、カメラの使い方、ワーク

ショップの主旨を聞いたら、なにを撮るか想像します。自分

が生活しているまちのことを考える機会なんてなかなか無い

ものだから参加者はみんな悩みに悩んでいました。

「えーむずかしいー」

「思い出ないー」

講師と話しながらいろいろ考えます。

「コリアタウンいく！」

「通っていた保育園もうなくなって公園になって、その公園

もなくなるんですよね」

少しずつ昔のことや普段の生活の場面を思い出しながら撮影

場所を決めてみます。そして自身でまちへ出かけます。

小学生の頃の習い事を思い出して行ってみたり、普段通る道

を歩いたり。

撮影・プリントが終われば、写真に込めたメッセージやストー

リーを話してもらいます。家の前で友達に自転車の乗り方を

教わったけど乗れなくて、友達が引っ越したら乗れるように

なった話。学童の習い事の厳しかった話など、撮影前に「えー

「フォトボイス　〜わたしが撮る生野のまち〜」ワークショップ報告
クロスベイス事務局スタッフ　竹尾直哉さん

むずかしいー」、「思い出ないー」と言ったことが嘘のよう

に参加者の濃い思い出が詰まった話を話してくれました。

今度はそれを言語化して、最後はフォトフレームに写真を

差し込めば完成！参加者それぞれの思いが詰まった素敵な

作品ができました。

2 週連続のワークショップでしたが、こどもたちがインス

タントカメラを使い自由に自己表現する貴重な機会になっ

たと感じます。
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2020 年度決算報告
（自 2020 年 4 月 1 日～至 2021 年 3 月 31 日）

クロスベイスの活動にご賛同いただける団体・個人の方
は、正会員または賛助会員になれます。正会員の方は年
1 回開催される総会での議決権があります。

　正会員：年会費 1 口　１０, ０００円
賛助会員：年会費 1 口　　５，０００円

私たちは、差別と貧困をなくし、ともに生きる社会をめざします。
ぜひ活動へのご支援をお願いします。

支援の方法

自由な金額でのご寄付も受けつけています。ご寄付は、
子どもの学習支援事業や新規プロジェクトに使わせてい
ただきます。確認とお礼のため、お手数ですが、下記の
連絡先までお知らせいただければ幸いです。

会員制度 寄付

クロスベイス会員・寄付者の 2 つの特典

会員限定イベント
交流会や活動報告会などの限定イベントにご招待します。

活動レポート
年に 1 度発行するクロスベイス の活動レポートをお届け
します。

TEL/FAX : 06-6741-1123

e-mail : crossbase.info@gmail.com

お振込み先
りそな銀行　鶴橋支店　普通　０１４０４４７
口座名　　　特定非営利活動法人クロスベイス

郵便振替　　口座記号番号　００９９０- １- ３３３０２８

決算報告

「SoftBank つながる募金」にて、クレジットカードでのご
寄付や、SoftBank をご契約の場合は携帯電話料金と合算し
てご寄付いただけます。 SoftBank　つながる募金はこちら→

地域まちづくり事業

大阪市生野区における人権尊重を基調とした多文化共生のまちづくりを目指
した市民主導のプラットホーム。2019 年 6 月に正式発足し、2020 年度も
引き続き事務局を担当しました。

その他の事業

「南北コリアと日本のともだち展」大阪実行員会への参加など
生野区ボランティア・市民活動センターへの参加（運営委員）
生野区 NPO 連絡会への参加（運営委員）など

事務局業務（委託）
時間：毎週月曜日・水曜日・金曜日
　　　10：00 ～ 16：00
内容：ホームページの管理運営、
　　　電話対応、会議資料の準備、
　　　会報の作成・配布など

年間 200 万人の買い物客や観光客が訪れる大阪有数の集客力

を誇る個性的な商店街。商店街の一層の活性化と多文化共生

のまちづくりに寄与します。

大学生、中学生、大人などを対象に、大阪生野コリタウンを舞

台にした歴史教育・多文化共生教育のためのフィールドワーク

などの講師を担い、多様で寛容な地域まちづくりに貢献します。

「差別と貧困」を許さず、
「ともに生きる」ことができる

子育て・教育の社会的仕組みづくりを
めざします。

NPO 法人「IKUNO・多文化ふらっと」への参画

大阪生野コリアタウン（御幸通商店街）
事務局業務の受託 フィールドワークなどの講師派遣

IKUNO・新今里こども食堂

351人

のべ参加人数

26回

実施回数

2020 年 9 月 11 日より

NPO 法人 IKUNO・多文化ふらっととの協働事業

レンタルスペースの貸出
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ゆき：こんにちは。Teach For Japan という教育系の NPO で、教
育への想いをお持ちの方を教員免許の有無に関わらず採用・研修
して教員として学校現場に送り込むということをやっています。
私は採用や、現場に出る前の研修の設計などをやらせてもらって
います。私自身この Teach For Japan のプログラムで奈良市の小
学校で教員を 3 年ほどやっていた経験もあるので、その時に関西
とはご縁があって、クロスベイスにも関わらせていただきました。

みどり：私は元々大阪市内の出身で、大阪の人権教育・同和教育
界隈で育ってきた人間です。今は個人事業主として教育ファシリ
テーターというふうに名乗っているんですが、学校や教育関連の
現場での研修や、学校の教職員たちと一緒に学校現場の声を世の
中に対して見える化して、現場の声が大切にされ、政策にも反映
されたり、もうちょっと実情が伝わっていくような取り組みをし
ていこうというスクールボイスプロジェクトというものを最近立
ち上げました。秋に作るアンケートプラットフォームをに向けて
動いています。

子どもの居場所やフリースクールなど、多様な教育の現場とつな
がって教育の多様性を見える化するような取組も 10 年ほど続け
てきたので、割と幅広い現場の人と繋がりながら活動しています。

きほ：お二人はなぜ今のような仕事にたどり着いたんでしょうか。

ゆき：元々は本当に全然教育に関わると思っていなくて。遡ると、
小学校 6 年生の時なんですよ。私は絵を描いたり図工がすごく好
きで、こういうことができる学校に行きたいと親に相談したら、
美術大学附属の中高があると言われて。そこに行けば中・高・大
とずっとそういうことができると言われて、それはすごい素敵だ
からその学校に行きたいと言うと、中学受験をしないといけない
から塾に行きなさいと。それでゴリゴリの受験指導の塾に行きま
した。その時勉強に燃えていて、塾に入って毎回テストのスコア
で席の順番が決まるんですよ。先生に一番近いところが一番点数
のいい子で。最初は教室の隅から始まって、悔しくて。そこから
すごく勉強頑張ったんですね。勉強していくうちに成績が上がっ
て席が前になっていくのがゲーム感覚で面白くて。

すると志望していた中学校より自分の偏差値の方が遥か上になっ
たんですね。その時はもう勉強楽しいって思ってるし、塾はいい
学校に入れたいし、周りの空気感とかの中で、行きたかったはず
の美大の附属ではなくて、行きたい学校が進学校にすり替わるみ
たいなことが起きて。それで結局自分のいけそうな一番いい学校

を受けて、受かったところに行きました。

すると入った瞬間に 6 年後の大学受験が用意されていて、いい大
学に行くのがいいことっていう環境の中で 6 年間過ごして。大学
は教育学部でしたが、教育に興味があって教育学部に入ったわけ
ではなく、中学受験の時と同じで、行けそうないい大学のいろん
な学部を受けて、受かったところに入る、ぐらいの進路選択だっ
たんですよね。なので、教育学部に入ったけど教職課程もとって
いないですし、正直大学にやりたいことがあって入ったわけでは
ないので、スポーツのために学校に行って、どうコストをかけな
いで単位を取れるかみたいなことばかり毎日考えて過ごしてるみ
たいな状態だったんですね。

就活でも同じことが起こるんです。就活するのが当たり前、大き
な企業や有名な企業に入ることがいいこと、みたいな雰囲気の中
で、自分は海外の人と働くことに興味がったのでグローバルな企
業をいくつか受けてご縁をいただいた商社に入っ たというのが私
のファーストキャリアです。もちろんその時は自分のやりたいこ
とで選んだつもりだったけど、今振り返ると、自分軸というより
は自分の外にある軸で様々な選択をずっとしてきたように感じて
います。商社で働く中で、その自分の今までのプロセスが一体な
んだったんだろうと思う瞬間がありました。あまり明確には覚え
ていないんですが、一つはとても忙しかったんですね。やりたい
と思っていた仕事をやらせてもらえるようになる一方で、やりた
い仕事のはずなんだけど、この先どうしたいのかが全然見えなく
なってしまって。わかんないけれどすごく忙しく、次から次へと
やらなきゃいけないことは来るので、週末にそれを全部発散する
みたいな生き方をしていて、本当にこれでいいんだっけみたいに
なったのがまず一番最初だったかなと思います。

自分の好きから始まっていたはずが、いつの間にか社会的にこれ
がいいとか、いい学校に行くのがいいみたいなことでずっと決め
てきてたんじゃないかな、と。学校に長くいたのに、本当に自分
の生き方に向きあう経験どれだけできてきたんだろう、という疑
問が多分最初ですね。

きほ：自分の生き方にどう向き合うか、みたいな話というのが、
本来教育では仕込まれてるべきことなのかもしれないね。気づき
とか、そういうラーニングをできる場所というのがあるかもしれ
ないんですけど。みどりさんは僕の中ではものすごい人権活動家
みたいなイメージなんですよ。で、スマートやけど怒る時怒れ
る人って少ないなっていう印象があります。いやそれおかしいで
しょって立場関係なく言える人だと。みどりさんは、なぜ教育に
関わるようになりましたか。

みどり：私は、すごいシンプルに言うと、人権教育の熱心な学校
出身で、割と学校に適応できる子ども、ミニ先生的なポジション
でした。
勉強もそこそこ出来たし、ルール守るし、先生に求められている
ことをやれるみたいな感じの子どもとして、適応してやってきて。
ただ普通の優等生とちょっと違うのは、先生に褒められることが
人権に関することをしゃべるとか、私は被差別部落の出身なので、
自分の立場について思いを語れるとか、社会的な課題について意

見を言えるみたいなことが評価される場所で優等生をやっていま
した。

教育への関心のきっかけのひとつは、ピースボートに乗ったこと。
19 歳のときに 3 ヶ月間、船で南半球を 1 周して、フィリピンとか
南アフリカとかブラジルとかを回る。スラムとか旧黒人居住区に
入りながらフィールドワークもしたり。移動が船やから船の上が
毎日ワークショップなんやけど、ぼーっと船から海をずっと見て
ても良いし、パタゴニアフィールド遊覧中にあの寒中水泳をしよ
うみたいなおふざけ系の企画もいっぱいあるけど、ジャーナリス
トの人が中東を通っている時に中東問題を語ってくれるとか、南
アフリカに行く前にアパルトヘイトの活動家が喋ってくれるとか。

そういう環境がいっぱいあって。私はそれまで真面目に優等生し
てきた人なので、貧困とか社会問題について考えるみたいな場に
結構出て、ディスカッションしたりして過ごしてたんですよね。
そこで生まれて初めて、自分が社会問題について喋ったことにま
ともに反論される経験をして。賛否分かれる物事について議論を
しているうちに、反論に反論しかえせない私に気づきました。そ
の時、あれ？これ私の意見じゃないのかも、大人の受け売りで語っ
てきたかもとか、同じような立場の人の話だけ聞いて意見を作っ
てきたかもとか。今思うと、受けてきた教育のせいにした、みた
いなところのあったかもしれないけど、そうやって自分の受けて
きた教育について考えたり、違う立場の人と対話したり。本物に
いっぱい触れながら学ぶみたいなことも凄いパワフルだった。

ピースボートは同世代でもすごくいろんな子たちがいてて。地元
で暴走族とかやってて親が手を焼いて乗せたみたいな人から、ずっ
と勉強して受験でいいとこを目指してきて、大学生ではたとなん
だろうってなって乗ってきたみたいな人、保育園から不登校で一
回も学校行ったことない人。その人生の多様さみたいなものも面
白かったし、なんかズバーンって選択肢が広がった感じがあって。
いろんな意味で問い直しが起こりました。あとは、地元にいても
あったけど、世界規模におかしいことがいっぱいあるぞと感じて、
何できるのかと思ったときに、教育って全部に繋がるんじゃない
か、と思いました。

きほ：今までの教育のせいにしたというのは？

みどり：学習を通して得てほしい価値観や答えみたいなものが透
けて見えるようなところがあって、私はそれを察知しつつ自分も
そこに重ね合わせられるみたいなタイプでした。1 つの物事につ
いて、こういう立場の人はこう言ってる、こっちの人はこう、先
生はこういう風に考えてるけど、みどりはどう思う？みたいなア
プローチはほぼなくて、一面的だった部分が多かったんじゃない
かなっていうのは思ってて。もう少し、問いが湧くような中身だっ
たら違ったのかな、と思います。

きほ：おふたりが学校現場や先生と対話をする中で感じた、今の
学校の課題はありますか？例えばコロナ禍で浮き彫りになったこ
とはどうでしょう。

ゆき： みどりさん話も私の話もそうだと思うんですけど、結局自

クロスベイスの活動に助言をいただく、アドバイザーの皆さんは個性的な人ばかりです。今回は、武田緑（たけだ・みどり）さんと池
田由紀（いけだ・ゆき）さんに、理事の朴基浩（ぱく・きほ）がインタビューを行ないました。お二人が現在の活動に至るきっかけや、
日々感じる学校や学校外の教育現場について、楽しく鋭く語っていただいています。

プロフィール

アドバイザーとのダイアローグ　　　池田由紀さん、武田緑さん

自分に向き合う経験をどれだけできてただろう？　

ピースボートでの経験

池田由紀（いけだ・ゆき）
認定 NPO 法人 Teach For Japan

武田緑（たけだ・みどり）
教育ファシリテーター

朴基浩（ぱく・きほ）

映像クリエイター　クロスベイス理事

コロナ禍の学校　自分で判断し行動する経験の乏しさ

写真左から右へ
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分がどう考えて判断して行動するのかという経験の蓄積みたいな
ものが足りてないのではと感じています。大人が、周りがこうだ
からという生き方をずっとしてきてしまっていたから、こういう
事態が起きたときも、誰か決めてくださいとか、決まったをやっ
たのにダメだったじゃないかとか。それが本当にいろんなレイヤー
で勃発して、本当は頑張りたいし、よくしたいと思ってるんだけ
ど、そういう蓄積がないがゆえに、いろんなところにほころびが
出てきているのが、コロナで浮き彫りになったのではないかと思っ
ています。

きほ：ゆきさんは、経験や、主体的に考えるみたいなことを大事
にされてると思うんですけど、学校にいらした時はどんな実践を
していましたか？

ゆき：私が教師になろうと思った原体験が、本当に自分がどうし
たいかという軸で生きてこれたかということだったので、子ども
たちにはそういうふうに生きてほしいと思って教室に入りました。
4 年生を担任した時は、10 歳でも割と先生や大人に、こう言った
らいいだろうなとか、こうした方がなんかほめてもらえるだろう
な、という感じで生きてるんだ、というのを、子どもたちと出会っ
た時にすごく思って。自分と同じことが起きていると思いました。

そこでまず自分たちで考えて行動できるクラスになろうっていう
ことを常に子どもたちと共有して、なにかあったときに、みんな
で丸くなって意見を出し合ったりとか、話し合うのはすごく大事
にしていました。例えば喧嘩のとき、よくやっちゃうのは、時間
もないし、クレームとかきたら嫌だから、先生がうまいことやっ
て「はい解決」、みたいにしがちなんですけど、それは結局解決し
てもらうのを待つことになっちゃう。そういう 1 個のトラブルも
題材にして、みんなで丸くなって、何が起きたのかっていうのを
それぞれがどう思うか出しあって。じゃあ次どうしたらいいと思
うかをそれぞれが語るみたいなことを、しつこくずっとやってい
ました。授業は潰れまくって、隣の先生からもそろそろやばいぞ
みたいな感じで結構言われてましたが（笑）

係活動とかもそうですね。「会社活動」という実践を参考に、クラ
スをよりよくするために必要だと思うことを一人ひとりが考えて

「会社」として立ち上げてメンバーを募って。本当にそういうちっ
ちゃいところから、先生が決めるより自分たちで話し合う場をで
きるだけ作りたいと思って。本当に難しかったんですけど、すご
く大事にしてやっていました。

みどり：ゆきちゃんが言ったことはもうほんまに根本としてめっ
ちゃ大きなことだと思っていて。コロナ禍の中で、一言で言うと、
民主主義が機能してないんやなと私は感じました。子どもの声が
聞かれずに、その子たちの環境にまつわるいろんなことが決まっ
ていく。

じゃあ先生たちが決めているのかというと、そうとも言えない。
先生たちの声もあんまり聞かれてなかったりするし、じゃあ教育
委員会が決めてるのかっていうと、現場の思いと文科省の方針み
たいなところの間で、主体的に判断していた委員会はどれだけあ
るんだろう。上が決めてくるからあかんっていう話やったらシン
プルなんですが、それだけじゃなくて、早く方針降ろしてくれっ
ていうニーズが現場から教育委員会に上がり、逆に全部決めて来
られるから動きにくいっていう不満も現場から上がる。誰も主体
的に決めて責任を取れない、取らないという背中を子どもたちが
見続けるみたいなことになっていてとてもしんどかったですね。

そんな中でも、この状況の中でできることがないかって動こうと
している先生や管理職の人たちとのやり取りを私はずっと続けて
いました。校長に出す提案書の文面を一緒に見たり、校長先生に
教育委員会に働きかけてもらう作戦を何人かの先生たちと会議し
たり。中には功を奏した部分もありましたが、なんともならなかっ
たことも多かった。現場で一生懸命話し合って一生懸命考えて、
これでいこうとなった次の日に、まったく違う方針が教育委員会
から降りてきて全部おじゃんになるみたいな中で、パワーが失わ
れていくんだなって痛感しました。

本音を言って話し合う難しさと、言えたとしてもそれを全体で合
意形成まで辿り着かせるためのファシリテーションを、みんなで
きるようにならなあかんなとも思いました。

それから、子ども達が思っていることを言えたり聴けたりして、
それに丁寧に説明がなされる、応答的なコミュニケーションがあ
ることが根本的に大事だと思うんですよね。それがないと、自分
が主体者だとか、自分たちの声が社会をつくっていくといことに
は至れないと思う。なかなか難しいですよね。何からやっていく
のがいいのかなって思いながら、ずっといましたね。

きほ：保護者の感じていることはどうでしょうか。

ゆき：家庭ってひとくくりにできない。家庭をサポートしましょ
うと簡単に言うけど、その家庭の様相をどこまで想像できてるん
だろうと考えちゃいますよね。例えばオンライン学習も、その人
が知っている範囲の家庭しか想像していないんじゃないかという
気がするので、さっきのみどりさんが言ったような、家庭の声み
たいなのがちゃんと聞かれるという状態を作った上で判断ができ
ないといけないだろうけど、おそらくそうではないんだろうなと。

みどり：間接的な話ですが、情報共有や説明がなされない。例え
ば感染者が出たので、何日間休校になりますとか、プールをどう
するとか、一つ一つの判断を学校も苦慮しながらしてると思うん
ですけど、なぜこういう判断になったかがあまり説明されないの

で、信頼感が持ちにくいという話は聞こえてきます。

あと、学校と保護者のディスコミュニケーションもあるなと思っ
ていました。例えば去年の休校の時に、プリントだけボンって渡
されて、保護者は多分めちゃめちゃ不満あったと思うんですよ。
学校によっては電話連絡も全然なかったり、「子どものこと気にし
てくれてるんかな？」みたいに思ってしまう状況が結構あったと
思います。でも、私の知る限りあんまり不満を言わなかったと思
うんです。学校に対してどこまで言って良いのかみたいな難しさ
をすごく抱えていたんじゃないかな。ぶつかる方がまだ改善して
行く余地があるというか。難しいな・・・ぶつかることのしんど
さはあるので、一概には言えないんですけど。

きほ：課題はもちろんありますが、学校のいいところもあります
よね。

みどり：外国ルーツの子どもの不就学の問題があることは認識し
た上で、とはいえ、義務教育が捕捉できている子ども達は、外国
に比べてもある程度多いし、全国どこの学校に行っても、その格
差が広がってきている状況はあるとはいえ、比較的一定の質の教
育は受けられることは担保できている。

しかも教育投資がこんなに乏しいにもかかわらずその質が担保で
きてるのは、現場の努力だよなって思います。めっちゃ「コスパ」
良いと思う。ただ、コスパがいいことそれ自体が良いことだとは
思わない。国からしたらコスパがいいけど、別に市民にとってい
いわけじゃないから。

ゆき：確かに課題は山積みだと思いますが、先生たちはみんなす
ごく思いを持って、子どもたちのために何かしたいと思って日々
頑張ってるのは本当に紛れもない事実だと思っていて。ただそれ
が、なんだろうな、方向性やいろんな噛み合わなさで、思ったよ
うなことができていない状態になってるのが、いろんな課題の原
因だと思っています。本当に先生たちのひたむきさだったりとか、
子ども達への思いだったりとか、教育への思いっていうところは
本当に素晴らしいなあというふうに思っています。

きほ：学校以外の現場、クロスベイスがやってるような支援の現場・
教育現場では、どういう役割を果たしていけばいいでしょうか。

みどり：行政ができないことを補うためだけの存在価値じゃない
はずっていうところは結構大事だと思っています。子どもたちと
関わるということを具体的にしている現場でつかんでいる実態、
見えている現実が絶対にあるので、政策や環境整備の提言機能と
いうか、市民セクターだからこそ、公教育を変えていくことや、
環境を公的に整えていく部分を担えるといいと思います。

自分たちが拡大してカバーしていく路線ももちろんあるけれど、
民間でキャパを増やして、こぼれ落ちていく子どもたちにどうに
かアクセスして、セーフティネットを広げていくというのはやっ
ぱり限界があると思うんですよね。もちろんその努力はしている
と思うし、していくべきだと思いますが、それに終始してしまう
例が多いと感じていて。

私たちは「社会起業家」が生まれてきた世代だと思うんですが、
ある本で書いていた、「大男と赤ん坊のメタファー」っていうのが
あって。川で赤ちゃんが川上から流れてきて、やばいやばいって
赤ちゃんを助けるんやけど、どんどんどんどん流れてきて、助け
きれなくて、ふと上流を見上げると、大男が赤ん坊を投げ込んで
いるっていう。だから赤ちゃんを助け続けるだけじゃだめで、構
造を変える、大男を倒しに行かなあかんみたいなことを書かれて
いて。それは大事なことだなって思っているんですけど。団体も
そうだし、学校外教育をやっているところのネットワークででき
ればいいなと思っています。

きほ：そうですよね。もちろんセーフティーネットか緊急支援は
大事だけど、ソーシャルセクターとしてロビイングやアドボカシー
の経験がたぶん少ない。本来日本ってそういうの得意なはずなん
ですよね。寄付くださいとか。そういうのできるはずなのに、社
会課題とかになると、あまり声を集めて上に伝えるっていうのは、
まだ出来てないなって印象もありますね。クロスベイスでは実は
外国ルーツの子どもの白書を作っているんです。大規模ではない
んですが、生野区だけで、日本語教育っていうけど、日本語教育
以外に実は生活支援とかもっと大切なことあるんちゃうっていう
のを浮き彫りにするための調査をしています。

ゆき：絆創膏治療的なことになってしまっているのは本当にそう
だなあと思います。私はいわゆる学校みたいな場にずっと関わっ
てきていますが、学校だけが学びの場みたいな感じはまだまだす
ごくあるなと思っていて、その価値観自体を変えていくことは必
要だと思います。

学びは日々いろんなところで起きているので、学びというものを
大人側の価値観で切り取って、それは学び、それは学びじゃない
みたいに判断するのを、本当にやめたいと自戒を込めてすごく思っ
ていますね。そこから、学校外の機能として何が必要なのかとか、
どういうふうにお金をかけていかなきゃいけないのかとか、仕組
みとしてどうして行かなきゃいけないのか、議論がもっとできて
くるのかなと思います。学びの捉え方みたいなものを変えていけ
るといいのかなと思っています。

先生が決めるより自分たちで話し合う場を

学校外の場の役割 – 提言の機能、「学び」の捉え方

応答的なコミュニケーション



連絡先　　　　TEL ＆ FAX　06-6741-1123
e-mail　　　　crossbase.info@gmail.com
web サイト　   https://www.cross-base.org

代表理事あいさつ　　　
宋悟

名称　　　特定非営利活動法人クロスベイス（Cross Base）
クロスベイスの名前の意味
クロス（Cross）は「交差する」こと。ベイス（Base）は「土壌」のこと。さまざま
な境界線・領域が「交差する」ところにこそ、ともに生きる社会に向けた新しい価値
観や社会的仕組みを創造していく源泉があると考えます。そのためには環境や場など
の「土壌」を耕していくことが不可欠です。そうした想いを名前に込めました。

法人設立　2017 年 4 月 27 日
住所　　　〒 544-0034
　　　　　大阪市生野区桃谷 4 丁目 5 番 15 号　班家食工房２階

理事
宋　悟（代表理事）
榎井縁（大阪大学大学院人間科学研究科付属未来共創センター 特任教授）
今井貴代子（大阪大学 社会ソリューションイニシアティブ 特任助教）
朴基浩（映像クリエイター）

監事
郭辰雄（NPO 法人コリア NGO センター代表理事）

アドバイザー
秋田光彦（浄土宗大蓮寺住職／パドマ幼稚園園長）

池田由紀（認定 NPO 法人 Teach For Japan）

李清一（大阪市生野区社会福祉協議会理事／在日韓国基督教会館名誉館長）

康　純（関西大学保健管理センター／精神科医）

金光敏（NPO 法人コリアＮＧＯセンター事務局長）

武田緑（教育コーディネーター / 人権教育・シティズンシップ教育ファシリテーター）

土肥いつき（全国在日外国人教育研究協議会事務局次長／京都府立高校教員）

弘本由香里（大阪ガスエネルギー・文化研究所特任研究員）

古川正博（全国人権教育研究協議会事務局長／元大阪市立中学校教員）

受賞・認定実績
2017 年度 大阪府商店街課題解決プラン事業　優秀賞
2018 年度 生野区持続可能なまちづくり活動支援事業 認定事業（～ 20 年度）
2018 年度 2018 ティグレ起業経営革新事業 上田卓三賞 優秀賞
2019 年度  社会福祉法人大阪府共同募金会 助成
2020 年度 ロート製薬株式会社 かるがも基金寄付先団体

組織概要

　2020 年度は、クロスベイスが発足して 4 年目を迎えた年でした。新型コロナ禍が猛威をふるう中、世界の誰もが生活を脅

かされ、人生のあやうさをリアルに実感した１年ではなかったでしょうか。特に、日本社会の政治・経済・社会分野などの劣

化と脆弱性を浮き彫りにする機会となりました。

　「広い世界、異なる他者、未知なる自分」を発見するための体験活動も、ほぼ１年間を通じて取りやめとなりました。一方

の活動の軸である学習サポート教室は、感染症対策に配慮しながら継続して開催しました。地域の子どもたちの息遣いや体温

さえも感じ取れる「居場所」が、こうした時期だからこそ NPO には求められると考えたからです。外国ルーツの中学 3 年生

12 名が無事に全員高校に進学できたことはスタッフにとっても大きな喜びでした。こども食堂の開設・運営（9 月）や、多

文化共生のまちづくり拠点構築を目指す NPO 法人 IKUNO・多文化ふらっとの活動にも積極的に参画しました。

　コロナ禍が続く現状は活動の根源に立ち返り、今後の私たちの基本姿勢を問うているようにも思えます。「ものごとは変化

し、生まれては滅ぶ。そのあやうさを恐れる必要はない」（老子）。約束されたものに寄りかかろうとするから、確かなものに

しがみつこうとするから未来が不安になるのかもしれません。「あやうさ」は元からあるものだと考え、逆にその「あやうさ」

を抱きしめながら、2021 年度も小さな歩みを続けていきます。この１年間の会員・支援者の皆様のご理解とご支援にあらた

めて感謝するとともに、引き続きよろしくお願いいたします。

発行　：特定非営利活動法人クロスベイス
発行月：2021 年 7 月
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小路教室（月曜日）
地下鉄小路駅より徒歩 5 分
 生野区小路 1 丁目 5-16　宅老所あおぞら 1 階

事務所／生野コリアタウン教室
 JR・近鉄・地下鉄鶴橋駅または JR 桃谷駅より徒歩 15 分
 大阪生野コリアタウン内

フォトグラファー：あや＆けんじ＆きよぽん 


